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里山林活性化による多面的機能発揮対策 説明資料
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令和7年9月17日（水）
秋田の森林活用地域協議会



説明内容

 １ 令和７年度は新規事業としてリニュ－アル

２ 事業の概要

    3  事業採択の要件等

    4  新規団体の立ち上げから採択申請までのステップ

    5  令和８年度採択申請書等の提出期限

    6  申請書等の提出先・問合せ先
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1 令和7年度は新規事業としてリニュ－アル
（林野庁）

◆R６事業との主な相違点◆
・資源活用が採択の必須要件

（素材利用が原則）
・従前あった伐採、集積までの

地域環境保全タイプは廃止

①地域環境保全タイプ
  ・里山林保全活動（最大12.0万円/ha）

    ・侵入竹の伐採・除去活動（最大28.5万円/ha）
②森林資源利用タイプ

・薪などの利用のための伐採（最大12.0万円/ha）

※ 森林・山村多面的機能発揮対策（H25～R6）

■ 里山林活性化による多面的機能発揮対策（R7～R11）
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①地域活動型
  ・森林資源を活用する活動（最大12.0万円/ha）

    ・竹林資源を活用する活動（最大33.2万円/ha）
②複業実践型
・本格的に森林資源を活用する活動（最大19.1万円/ha）



【参考】林野庁 令和７年度予算概算決定（PR版）
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 ■ 事業の背景・目的
[事業の背景]

  ○里山林は、
  かつて、薪や炭の生産の場、落葉の利用等で維持管理されてきた。

  しかし、
     ⇒ 化石燃料、化学肥料の普及 → 人と森林との関わりが希薄化
     ⇒ 山村の過疎化・高齢化     → 森林の手入れがされず放置状態

現在、

                        ⇒ 森林の藪化の進行や竹の侵入等が問題

           ⇒   通常の木材生産を主目的とした森林整備では対応できない

   そのため、
    ⇒ 地域住民、森林所有者、民間団体などが協力してつくる活動組織が行う

里山林保全や森林（竹林）資源の活用をするための活動に、

               

   [事業の目的]

    ○林業事業体に管理されにくい、地域の身近な里山林の整備を促進し、森林の多面的機能の発揮

や山村集落の維持・活性化を図るため、里山林の整備・活用に取り組む地域住民等が構成する

活動組織の確保・育成、活動の実践を支援する。

国が活動費用を支援（H25～R11）          

２ 事業の概要



■支援メニュー（メインメニュ－の紹介）

地域住民等が連携した竹林整備等と竹林資源
の活用を支援する。

【資源活用の取組を必ず含むこと】

   

・放置された里山林を手入れして多面
的機能を維持・発揮させ、資源を活か
したい。

地域住民等が連携した里山林の整備と森林資
源の活用を支援する。

【資源活用の取組を必ず含むこと】

※メインメニューは3つの型

１ 地域活動型（森林資源活用）

・活用されていない里山林の木材資
源を本格的に活用し、複業の一つし
たい。

メインメニュー（主たる活動）

本格的な森林資源の活用の実践を支援する。
【資源活用の数値目標を設定し達成すること】
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２ 地域活動型（竹林資源活用）

３ 複業実践型

・放棄された竹林の整備や里山林に
まで広がったタケやササ除去し、竹等
を活かしたい。



■支援メニュー（追加メニュ－の紹介）
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・地域外関係者との調整
・受け入れの現地環境の整備 等

・森林整備のための歩道をつくりた
い
・鳥獣害防止柵を設置したい

・主に重機等による歩道・作業道等の作
  設・改修
・鳥獣害防止柵の設置・補修 等

※追加メニューは４種類。メインメニューと組み合わせが必要。

１ 機能強化

２関係人口創出・維持

・構成員以外の地域外の人と森林
整備を行っていきたい

追加メニュー（従たる活動）

４ 活動推進費 ： 現地確認（林況、境界等）、活動計画の実施に係る研修 等

３ 資機材等整備 ： 活動を実施するために必要な資機材の購入・設置 等



■各支援メニューの内容

（1）地域活動型（森林資源活用）
① 【交付単価（最大）：  １年目→ １２０，０００円／ha （１６０，０００円／ha）】

              ２年目→ １１６，０００円／ha （１５４，６６７円／ha）】

              ３年目→ １１２，０００円／ha （１４９，３３４円／ha）】

②（）の単価は地方公共団体による支援があった場合の目安

（交付金の対象活動等）

• 雑草木の刈払い・集積・搬出・処理、落ち葉掻き、地拵え、植栽、播種、施肥、不要萌芽の除去、緩衝帯・防火帯作設
のための樹木の伐採・搬出・処理、風倒木・枯損木の除去・集積・処理、土留めの設置・改修、木質バイオマス・炭焼
き・きのこ原木・伝統工芸品原料のための未利用資源の伐採・搬出・処理、特用林産物の植付・播種・施肥・採集、こ
れらの活動に必要な森林調査・見回り、機械の取扱講習、安全講習、施業技術に関する講習、活動結果のモニタリング
等

（交付金の使途）

• 人件費、燃油代、傷害保険、賃借料、ヘルメット・手袋・安全靴・なた・のこぎり・防護服等の消耗品（ (6)資機材等
整備に掲げるものは除く）、事務用品等の消耗品、通信運搬費、書籍、委託料、印刷費 等

作業前            作業中                    作業終了 8



（2）地域活動型（竹林資源活用）
① 【交付単価（最大）： １年目→ ３３２，０００円／ha （４４２，６６７円／ha）】

  ２年目→ ３０４，０００円／ha （４０５，３３４円／ha） 】

  ３年目→ ２７６，０００円／ha （３６８，０００円／ha） 】

②（）の単価は地方公共団体による支援があった場合の目安

（交付金の対象活動等）

• 竹・雑草木の刈払い・伐採・集積・搬出・処理、これらの活動に必要な森林調査・見回り、機械の取扱講習、安
全講習、施業技術に関する講習、活動結果のモニタリング 等

（交付金の使途）

• 人件費、燃油代、傷害保険、賃借料、ヘルメット・手袋・安全靴・なた・のこぎり・防護服等の消耗品（ (6)資
機材等整備に掲げるものは除く）、事務用品等の消耗品、通信運搬費、書籍、委託料、印刷費 等
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（3）複業実践型 
① 【交付単価（最大）： １年目→ １９１，０００円／ha （２５４，６６７円／ha） 】

    ２年目→ １７６，０００円／ha （２３４，６６７円／ha） 】

               ３年目→ １６２，０００円／ha （２１６，０００円／ha） 】

②（）の単価は地方公共団体による支援があった場合の目安

（交付金の対象活動等）

• 間伐木の伐採・搬出・処理、雑草木の刈払い・集積・搬出・処理、落ち葉掻き、地拵え、植栽、播種、施肥、不要萌芽
の除去、緩衝帯・防火帯作設のための樹木の伐採・搬出、風倒木・枯損木の除去・集積・処理、土留めの設置・改修、
木質バイオマス・炭焼き・きのこ原木・伝統工芸品原料のための未利用資源の伐採・搬出・処理、特用林産物の植付・
播種・施肥・採集、これらの活動に必要な森林調査・見回り、機械の取扱講習、安全講習、施業技術に関する講習、活
動結果のモニタリング 等

• 必要な活動日数は、構成員平均で70日以上。

• 間伐の数値目標を3年間でおおむね2割以上とし、達成すること。

• 法人資格を有する組織であること。

（交付金の使途）

• 人件費、燃油代、傷害保険、賃借料、ヘルメット・手袋・安全靴・なた・のこぎり・防護服等の消耗品（ (6)資機材等整
備に掲げるものは除く）、事務用品等の消耗品、通信運搬費、書籍、委託料、印刷費 等
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